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and reSCarched iattdclny tO get theお nOwing

results.     ・
1)The appearanccofhepalc diSturbance after

b100d trinsfusiOn was 5%in the VC group and
i3.7%.in the contro1 0く0・ 01)。 The direrence was

nO,COnds“ ntwith thlo」びnd diSease,にいe qul,dty

Of th`transfused bloodi and seX,and any cOnsistent

tendency Was nct recogni2od.1)Thё  appearancc of

iaundi“ Was l_3%intht VCgお up a,d5.|%in the

cont,ol(Pく 0・ 01)3)The appearance Of HBs positive

hep畠Js轟ζ nOtⅢ rerent betteen the both group■
while tⅢ appttranCeOfnegat,ve hcPatidS w,s4.8%
in the vc group and 14%in the con,'Ol group

Φく0.05)。 4)Accordi口 g to thr iboVe described
resul,s,addition of VC to the transfusion lJood i,

very erective on P,eventiOn on nO■・A, non‐ B

hepatitis,especially pr● enLiOn ofjaundice.

のと見牧され,1971年から供給血の HBS抗昼の

screeningが lES法により実施される卜至ぅた。

その後血清肝炎の発生頻度は著しく低下したとは

ぃえt輸血後の肝障害はなお15%前後を示してい

るのが現状であり
あ,その予防対策は町床家の重

静注用Lト ア=g10bulin(VenOglobuli■ )による

血清肝炎予防の試み

Venoglobulin研究
=(班
長 :山村秀夫)

菊 地 金 男
*・ 舘 田  1朗 *す

(目立仙台病院外科)

(受付 :昭和鉾 4月 18El).

TRIAL FOR PREVENT10N OF SERUM HEPATITIS WITH INTRAVENOUS
HUMAN ν―GLOBULIN(VENOCLOBVLIN)

VenOglobulin Research croup
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The hepadc diSturbance appcars ah翠 [15%
aft`r b100d tranζfusiOn even When H3S ,ntigen

transfused blood, VG Research Cro,P was

構 鱗 鱗 楓 鸞 i

もne unit oftieblood,and after more than one houF,
thι bl。。d´

"as tr五“
fused.Bcfore transfusiln a,a

漱躍霊嘱ぶ鵠冨器慨IW
gerved.The course was also observed foF moFe than

12 weeks.Tht SubiectS COnsisted of 380 cases in the

rf器■』1輿rT撤就:躍槻塩聯

■ 緒  言
1965年 Blu"bergl)に よる Ausむalia抗原の発

見以来,血清肝炎の研究は著しく進歩し,いわゆ

る HClatitiS B(以下 ,HB)の 原因 として HB抗

原陽性血の輸注が最も重大な役割を演じているも
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を人血清由来の plasmin を用いて処置し,

Pllsminを 除去した後,凍結乾燥したヒト免疫

獄♂
:靱ヒ]」勇:i理露

れ0,量症感染症に対して優れヽ臨床効果のある

ことが報告されてヽ 1る ,° ?。
輸血液内
=存
在の疑われる汗炎Virusに対し,

Oenoglobuli五 の持う強い坊体活性を不1用し,輸血

蝙膚蘇

においモ輸血液に対して VO の混本t試争た。

研究あ概要l■昭和山年第22回日本輸血学会学術大

会において報告し■が,そつ後各施設に,い千

更に症例を重ね,全検索症例が7“響ヽ澤
したの

を,改めて推計学的検討を加えて報告する:

II・ 検索方法並びに検馨症」ll
l voお o轟gを輸血液 1単位 C230m:)ご とに混

入,歩なくとも1時rFl以上を経過してから輸等し

た。赫血前,および輸血後は 1～ 2週口隔で:肝

機能 の検察を行ぃ,1都 黙上観察した。また

298例r_●いては肝機能 と同様に毎遇,3カ 月以

上に亘り1車BSの検索を行った。なお HBSの検

索には抗原は ヽPHA法 ,抗体は PHA法を用

ぃた。肝炎の判定は吉利肝炎研究IIの 基準
に従

tヽ,初回輸血から3澤メ後に1回以上連椰
して

S‐C11値が
"単
位メ上の上昇を示した、

のな肝

3

炎疑とし,200単位以上の上昇が認められたもの

を肝炎と診断した。肝炎,ま
～

は肝炎疑
｀
の症例

で,Me,lengracht業 疸指数が15単位以上を示し

たものを総て発黄例と見微した,なお判定困難な

症例については東大内科繊田敏次教授の御教示を

得た。

検索症例は758例で,VCを 混入した輸血液を

用いた例が380例 (以下 V9群),VCを混入しな

い輸血液を用いた例が37800下対照群)であ
り・,原疾患別にみれば: イ翻鋸誰疾患,心泰
患,肺良性疾患が最も多く,次いで消化辟良性疾

患 その他の良性疾患の順そある 0こ 2)。 陣皐性

表 2 検索症例

VG群 対照群 計

疾

患

別

心  疾  患 94 95 189

肺 良 性 疾 患 109 135

肺 悪 性 疾 患 7

消化器良性疾患 37 69

消化器悪性疾患 81

その他良性疾患 33
"

62

そのrt13悪性疾患 24

輸
血
量
別

-600g 79 80 1"

601～ 1000g 73

10ol～ 2000g 1る 125 劉

"ol～
3000g 94

3001g― 50 33

計 380 378 758

VG群 対照群 計

年

十

　
別

o～ 19歳 55 57 112

20～ 29歳 88

30～ 39歳 107

40 ～ 49歳 59

50～ 59歳 55 135

60～ 69晟 59 86

70～ 79歳 20
"

80歳～ 2

性

別

男 219 劉 449

女 148 309

針 380 釘8 753

表 l Ven9globulin研 究班

(班長 東大麻酔科 山村
"夫

)

東京女子医大輸血争

東京女子医大心研外科 :

東邦大学第1外科

嶽雛麗う露饂
“
 ‐

群爵県立癌センタ‐外科 ‐
国車療養所刀根山

"院

外科

奄蹴瀾轟
国立療養所近畿申未病院外科

限立仙台病院外科

村上 省三
′
林  久恵
亀谷 寿彦
片山  透
滝沢 久夫
馬場  孝
越山健二郎

川越 裕也
岸本 務美
沢村 献児
菊地1金男
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疾患が VG群に,消4LH悪性疾患が対照群にや
や多くみられたはか,疾患別準みた分布状態は両

群の間にはとんど差はなく,推計学的にも有意差

は認められなからた。輸血量そⅢ1001～ 2000gFの

例が250例で,約173を 占め,次いで601～ 1000gr

の例,690gr以下の例グ順となり,3001gr以上

の例が対照群にやや多く,601～1000grの例は

vG群にやや多からたが,全般的にみて両群とも
類似の分布状態を示してぃる。年齢別に検討して

みると,70歳以上の高齢者を除き,各年代とも撃
ぼ同数で,両群の間には∞～59歳の例,60～ 69歳

の例で,若干の差を見るに過ぎない。また男女別

では面群とも男が過半数を占めている|

L 検索成績   、
1。 原疾患別にみた肝障害発生頻度  :
対照群の肝障害発生率は肝炎52例 ,13.7%,肝

炎疑43例 ,11.4%:計 95」ll,25。 1%の高率を占

JⅢn“dety● BIood TransFusim,Vol。 2`No。 lo2

め,そのうち発黄例は21例 P全例,5to%の高率

を示した:原疾患別にみれば,消化器悪性疾患は

110例中%例 ,23.6%,心疾患では95例中24・n,:

2512%あ高頻度に肝障害が発生しているが,特に

消化器良性疾患,その他良性疾患においては症例

数Ⅲ少ないlt,それぞれ30%以キが肝炎,肝炎疑

に罹患し肝障害の発生頻度には疾患別による差は

なかった。肝炎,肝炎疑例中黄疸の発生日肺良1性

疾患,消化器良性疾患fその他良性疾患に比較的

多発してtヽる (表 3).VG群 ,肝障害発生率は
肝炎19例,5%,肝炎疑35例 ,9じ?%,計嵐例,
14.2%,発黄例 は僅か5例,1.3%準過ぎずら対

照群に比較して全般に低率で,特■肝染が8`7%`

発黄例が4.2%も低く,推計学的にも肝炎並び

“発黄例の発生頻度は危険率1%以下で,両考?
間に有意の差が認められた。原疾患別にみれば
肺良性疾患,1消化器悪性疾患に肝炎疑の発生率が

( )内は発責例

表 4 原疾患別にみた肝炎発生状況 警 nOgiObulin使 用群

・・
　

　

．一̈
．　

¨ヽ

表 3 源疾患別にみた肝炎発生頻度 対照群

疾 患 総数 肝  炎 肝炎疑 発 黄 針

心  疾  患 95 1) 13.7% 11(3)1116% 4 412% 2425.2%

肺 良 性 疾 患 76 11( 5)14.5′じ 7(2)a2% 7 9.2% 1823_7%

肺 悪 性 疾 患 1    14.3′

`

1 14.協  .

消化器良性疾患 37 7(3)189% 5    13.5′
`

3 &1% 12:".4%

消化器悪性疾患 110 11( 2)10.0′
`
15(1)13.6,じ 3 2.7% 26".6%

そのlLn性疾患 29 7(3)2411% 2    6`9% 3103% 9 31.0%

その他悪性疾患 24 1)125% 2    8`:3% 1 42% 520:8%

計 378 52(15)137% 43(6)11.4% 21 a5% 95あ.1%

疾 患 総数 肝 炎 肝炎疑 発 黄 針

心  疾  患 94 4(2)42% 4(1)4.2% 3 3.2% 8 8:4%

肺 良 性 疾 患 109 5(1)4.6% 18    1615′
`

1 09% 23 21_1%

肺 悪 性 疾 患 0

消化器良性疾患 32 3(1)9.3% 1 3.1% 3 913%

81 5   6.2% 10    12.3′じ 15 18.5'ろ

その他浪性疾患 33 1   3.0% 2     6。 1`じ 3 9.1%

その他悪性疾患 22 1   4:5% 1    4.5% 2 911%

計 380 19(4)5.0% 鉢 (1)9.2% 5 1:3% 54 14.2%

)内は発黄例
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高く,1準患に熱いては肝炎例は少なから■力1:
肝炎例に発黄した例が多かっ■・F疾患別に対照

鷲予碁Ii鶴1麟発壁量露,:冤
す
4温
轟走1轟晶奥島塵  |
謹臨ぶ騨蹴ツ螺儀「‐
鵬譜3艘懸 T鍵曇ぶ鶴
護鵬 盤哩翼‰rプ具
解音蒸£炉誂淵計糧¶l勝]
織:"%0「難‰翼I場蹂鯉
発生率を示し」発黄例は601～ 1000grの例に3.2
表 5 輸血壼Ell■ みた肝炎発生状況 対照群

綸血置 総数 肝 炎 肝炎疑 発 贅 計

～600 80
4
30%

8
10.0%

12
1510′

`
∞1‐
1000
78 11″ ,i"

6
7.7%

14
17.9%

1∞1～
2000'

125
21(6)
lα 8% I:η

8
6.4%

38
m4%

2001～
3000

45
０
％

，
ａ i112

4
8:9%

14
31.1%

3001‐ 50 狙t″ 1162
3
80%

17

34:0′

`
、計 雛 監ツ

43(6)
11.4%

21
5.5% 翡用

()内は発黄例

表6 輸血量Bll■みた肝炎発生状況
Venoglobulin使用群

5

%と最も高率に発生したが1対照群 と同様に輸血

量と肝障害発生率との間に檸関関係Ⅲ認ゃられな
らヽった。また輸血量711に対照群 と

VG群とを対

比してみると VG群が全般に低率であるが,特
に 1001～ 3000grの例においては肝炎の発生率

は著しく低く;黄度の発症も1%■澤しなかった

(表 6).

3.年齢別にみた肝障害発生頻度
対照群め肝障害発生頻度を年齢別にみる119歳

以下あ例においては

『

例中19例 ,133.3%で ,、最も

嵩頻度に発生し,次いで,歳代あ瑯%であるが,

70歳イ通の1,ら%を 際けは,各年代とも22-23%

で:ほとんど差はなからた。発黄例l■19歳以下が

8.8%,∞歳代が8.6%で,ほぼ同率の高さ雉 を

示し,40歳代,"歳代,∞歳代はそれぞれ5%前

後そあらた (表 7)。
'C群
におぃては■歳代,

( )内は発黄例         :

30歳代が18%以上の高率を示し,19歳以下が最も

低率で,5。筋 に過ぎず,それ以外の年代は10～

lc%であった。発黄例は高齢者を除く各年代に 1

例づつみられた1対照群I VG群とを年代別ト
比較してみると ま:群が全般に低い発生率を示

しているが,特に19歳以下,若年者が低率であっ

たことが目立った所見である C―X8)。  
｀

4.性力1にみた肝障害発生頻度 (表 9)、 |

対照群においては男230例中肝炎撃。9%,肝炎

表7 年令別にみた肝炎発圧状況 対照群

輸血量 総数 肝 炎 肝炎疑 発 黄
計

-600 一” 2
2.5%

5
6.3%

7
8.9%

．叶ｍ
94 ′″

10
la 6%

3
3.2%

16
17.0′

`
1あ
7
5.6% 乳

"

1

0.8%
16
12.8ジ

`
49

1

20%
9
184% 0

10
20.4%

。3001,
"
′f″ 2
61%

1

3.0%
5
1,1%

380 語″
35(1)
9.2%

5
1.3% ％

“
４
．
２

)内は発黄

“
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年 齢 総数 肝 炎 肝炎疑 発 責 計

0-19 55 1(1)1:8%
2
3.6%

1

1.8%
3
5.4%

20-29 ％

‐

２
．

5(1)
11.1%

1

22%
6
133%

30-39 60 5(1)8.3%
6
10,0``

1

1.7%
11

133%

40-49 59 4(1)6.8%
5
8.5%

1

1.7%
9
15.3%

50-59 80 ♂
`″

8
10.0`じ

1

1.2%
13
16.2%

60-69 59 23.4%
4
6.8%

6
10.2%

70～ 79 20
l i
5.0%

3
15.0′じ 九3%

80‐―

380
19(4)
5.0%
35(1)
9.2%

5
1.3%

54
14.2′じ

JOu甲曖1 0F the Japm sOciety O「 BIood TransFusion,Vol1 24.No。 1・2

表10 HBS抗原抗体と肝炎発生状況表8 年令別にみた肝炎発生状況
Venoglobulin使用群

( )内は発貸例

表 9 性別にみた肝炎発生状況

性別 総数 肝 炎 肝炎漿 発 貨 計

Ｖ
Ｇ
群

6 219 ittの 219.6%
4
118%

33
15.1%

9 161
7
4.3%

Ｄ
％

1

Q6%
21
1■ 0%

380 19(4)5.0%
35(1)
9.2%

5
1.3%

54
14.2%

対

照
群

6 230
32(12)
1■ 9%
31(3)
13.5`じ ％

‐５

・
５
63
2714%

♀
20(3)
13.5ジじ

=1諺

6
4,0% ％

２
６
一
ａ

計 378
52(15)
13.7,じ
43(6)
11.4% ％

２‐

・
５
95
al%

( )内 は発式例

疑13.5%,発麟●5%の発生率を示していた:女

1489」中肝炎の発症は2001i13.5%で ,男に比べ

て差はないが,肝炎疑ならびに発黄の発生率はか

なり低率であった。VG群においては肝炎並びに
肝炎疑 の発生率は男がやや高い程度で:桂別に

よる差はなかったが,発黄例は男が 4例,1:8
%,女 1例 0.6%で ,男がかなり高率であった。
男女別に対照群と VG群 とを比較してみたが,
VG群が全般に低率である他,特徴的な所見は認
められなかった。

5.HBS抗原,抗体と肝障害発生状況
HBS抗原,抗体を12週間以上に亘ちて検索し

得た症例は,対照群が16301,VG群が135例であ
る。対照群についてみれば,輸血前抗原陽性例は

H8g_)154

肝美

肝贅疑

肝癸

肝美疑

VOnoglobulin群

1襲
|1111Ю
Ю
“

“く I灘疑1)・
9“

HBsAgり 3く

島s島 o"く

鮮
　
　
・膨

対

・「
１
■
＝
「
ノ

H卜 ←ふ3く
II二‖い″

ⅢⅢ卜FI
ふⅢkP:

l―→ 肝癸疑 l

2-臓  0

1-→ II炎  0

2-→ lT美  0

3-→ 肝美聾 :

4例:2:“%,抗体陽性例が5例,3.1%であっ

た (表10),抗原陽性例 4例中輸血後も引続 き陽

性を示した例は1例で,肝炎疑の症状を塁した

が,輸血後抗燎は陰性となり,抗体の出現した 2
｀
例,及び抗原消失し,抗体の認められなかった 1

例は肝炎の症状なく,順調に経過した.輸ユ前

■卜 抗体陽性の5例中β例は輸血後陰性となり,

そのうち1例tt鮮炎疑と診断された。輸血後も弓l

続き抗体陽性の2例には肝炎,ないし肝炎疑の所

見はなかった。輸血前 HBS陰性の154例中輸血
後 3例,2%が 事BS抗原陽性となり,そのうち
2例 が肝炎,または肝炎疑 と見枚されたしまた

HB、 抗体は38ul,24.7%の 高率に発生し,その

うち肝炎が3例 ,肝炎疑が3例 ,計 6例に肝障害

が認められた。輸血後も HBS陰性のH3al中肝
炎は16例 ,14.2%,肝炎疑は10例 ,8。8%,計26

例,23%の高率に肝障害が発生している,VG群
においては輸血前 HBS抗体陽性例は1例もな
く,抗原陽性例が2例,1.5%であり,2例 とも

肝炎の発症はなかった (表 11)。
1輸
血前 HB,陰

‐
  表1l HBS抗原抗体と肝炎発生状況

HBsA9(■)2-上__→ HBsA9← )2-→ 肝受 0
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性の133Jl中輸血後 IH卜 抗原陽性例は
1響

``定型的な肝炎あ経過をとっヽ ・
HB,■体陽件例

は49例 ,36■%の高率にみられ,しかもそのりつ

な例,16:3%ほ肝炎,ないしF炎疑を発症してい

る|:輸血後も31続き HBS陰性の830中肝冬摯4

例,4.8%,肝炎疑は0例 ,7′%P計 10例 12%で

あらた:輸血前 耳警 陰性例に
づ
|｀
て対照群 と

VB群 とを対比してみると,輸血後 HBS陽性:

化した症例の肝炎ぅi肝炎疑の発生率は対照群が

1015%i VG群が蝸%で ,両群 の間F拳瞥 い

がっ輸血後も HBS蔭性例 め肝炎発生率は対墨
癬 14.ウ%,VG群 4.8%,肝炎疑嗜対照群|.8%,
VG群7:ウ%と なり,肝条つ発生率トマいてみる

とし%以下の危険率で,両群の間に有意の差が認

あられた。    |   .
Ⅳ: 考  案

輸血後に顔肇する肝障害は番らくI ViriSに よ

る許炎■あろうキ予測さⅢて :ヽ■時ヽから肝炎予

防の試みは多くの研究者により行われ
て、たヽが,

その成績は芳しいもあでヤ
=な

かった。売血が禁止

され,IE,法による供血者血液の 6`reeningが

行わ
'tて

から,血清詳条η発生頻度は著しく低下

したとはいえ,今回の検索においてもなお対照群

あ肝奥発生率がlIF炎疑を含めて25%の高卒であっ

たことな:現在の HBS SCreeningでは充分な効

果を挙げ得ないことを物語るもので,今後 311

法,少なくとも 晨
'HA法
による SCFeёningが必

要であろう。      ′

血清肝炎あ予防対策の■うに輸血液に対する処

理がある1洗静赤血球輸注,冷凍血液の輸注が代

表的な方法でぁるが,■撃に普及するま

`甲
設

備,人員などの面でなお多くの問題がある。Kalz

ら0)は肝炎予防の目的で,静注用のヒトγ「g19buliF

を輸血液内に混入,輪
=を
行い,添加血輸注例

をA群 ,無添加血輸注例をB群 ,無輸血例を9群
として検討 した結果:肝障害発生率はA群 1.37

%,B群1.68%,C群 0.32%で ,本邦の発生率に

動岐して諸しく低率であるが,A,B群 の間に

大差はなかった。しかしながら黄疸肝炎はA帯が

6:25%,B群0.89%で,B群が明らかに高率でゎ

7

1り ,しかも重症例が多く,2例は死の転帰をとっ

たことを報告し,静注用 γ:glが重症肝炎の予

防|に役立つと述べて、ヽう。本研究班の検索では|

対照群の肝炎発牛率は13:7%,VG群 は5%,

肝炎疑の頻度は対照群11.%.VG群 9.%を示
し:肝障害の軽度な肝炎疑の発庫は両群の間に大

差はないが,障害程度の高い肝炎の発生率は危険

率 i%以下の有意差吉メって VG´ 書が低率であ |

り:しかも黄疸を伴 う重篤例は対照群|.5%,

vG群 1。3%そ ,両者のFHlた 明らがに有意の差
○くo101)が認められ,Katzの報告と|口構の

結果を得た。これらの成績を疾患別卜みぅキ VG I

群の心疾患,肺良性疾患の開胸術を行う1疾患

では対照群に比較して肝炎発生頻度い者しく低

く,特に肺良性疾患例の黄疸発症は僅か1り ,

0。9%に追ぎなかった。また VG群にぉいては対

照群に比べて,1001gr以上の輸ユ例,′
"歳
以下

あ症例の肝炎発生率が著しく低く,黄痺の発症

も少なからたが,これっの事実は全例について

HBS抗原,抗体を継続して検索出来なかったの

で,Venoglobulin混注による結果であるとはい

ぃ難いが,Venog10bulilが肝炎発症の抑制にある

役割を演じてい|こ とを示す評左挙考え、られる。

HBS抗原,抗体を経時的ヽ追求し、症例キ、
298例そ)対照群163例,VG群 1350中 HBS■

原,抗体が輸血前,または輸血後の追跡経過中に

証明された症例は対照群50例,VG群52例であ
る。これらの HBS陽性例に発生した肝炎,な
いし肝炎疑は対照群Ю例ダVG群 では9例 で,

両者の間に全く差が認められなかったことⅢ
l Vb●。globuliが HBvirusに対してはほとんど効
・
果を示めさなからたというべきであろう。

対照群163例中 HBS抗原,抗体とも全ぐ証明
されなからたH3例 にも肝炎1601,肝炎疑10Jl,

計26例の発生がみられ,また VG群においても
HBS陰性例の中に4例に肝朱,6仰 に肝炎疑が

発症した。これら症例の全例について HBC抗

体および本型肝炎 (以下 事A)viruSの抗原,抗

体の検索を行い得なからたが:本邦においてい輸

血後肝炎の中にA型肝炎をみることは極めて少な
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8                   JOtta1 0f

く。,また著者らの検索においてもHA抗体価の

上昇を示した例が1例も認められなかったこと
1°

などから推測して,■il,e11"のいわゆる0型

肝炎,あるいは非A,非 B肝炎の範疇に入るがき

ものと思われる。非A,ブ|二肝炎については本態

の究明をはじめ,なお多くの問題があるにして

もぅ著者の検索例にみられヽ HBS陰性肝業を非

A,非 b肝炎と見倣すならば,対照群に比較して
VO群 における肝炎発生頻度は著しく低くb両
群の間に明らかに有意の差が認ゆられたことは

V9■Og10b■ 1■ の混注が非A,非 B肝炎 ?予防に

極めて効果的であった■とを示すものである。

輸m液について HlSの STeeぃingが広く実施

され:一般的にも 童Bvi■sにつぃての認識が深

められた現今,なお10%を超す輸血後肝炎、ない

し肝炎疑が発症しているが,その過岸数が非A,

非B型府炎であり,しかも伝染的な要素を含
～
で

ぃるので10,本症の処置には常に周到な配慮が必

要である.Venoglobuliぃ の輸車液、,混注準よ
り非A,非 B肝久の発生を抑制し得たことは輸血

後肝炎の発生頻度の低下に役立つのみならず ,1非

A,非 B肝炎の本態究明になんらかの示唆を与え

るものと思われる。しかしたがら輸血の度毎に輸

血液内に VenOglobuli,を混入することは臨床に

携るものにとぅては煩わしく,緊急時には時間的

制限のため困難で,操作中の細菌混入 全ヽく否定

し得ないなどの問題点が今後の課題であろ,.
V。 結  論 :

輸血後肝炎防止の̀目的で,輸血輩内にヒト免痺
globulil(VenOglobulin)の混入を試み,次 の結

果を得た。

1, 輸血後肝障害発生率はVG群 5%,対照群
13,7%で ,有意の差 (p<0.01)を もって VG群
が低率であぅたが,原疾患;輸血量,年齢,性,1

に検討してみると輸血後肝障害の発生率の差は不

定で
`両
群とも二定の傾向は認めら■なかった。

2. 発黄の発生率は VG群 1.3%.対照群5.5
%で,両群 の間に有意差 (Pく 0:01)が 認めら

ie Japan s∝おけ ■I BIOOd Tra“ rusiⅢ  v。 1・ 2,Nor l・ 2

れ,tヽずれの面から検討してもVG群が著しく低

率であった,

3。 ■Bζ 陽性肝炎の発生率は両帯の間にはと
んど差はなかったが

'HBS I陰

性肝炎の発生率は

VG群 4.8%ン 対照群14%で ,VC群が明らかに

1 低率 0く 0。05pでぁった。

4. VGの輸血液混入は非A:非 B肝炎の発生

予防;特に発黄の予防に著明な効果をもたらすも
のと思われる。.    ‐

1   1
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